
AIMは、京大･阪大等の難関国公立大、早稲田･慶應義塾･同志社
等の難関私立大を志望する学生を対象に、平成10年（1998年）
の春、奈良西大寺に開校した難関大学受験専門の進学塾です。今
年度（2025年度）で開校から27年が経過したことになります。
塾の卒業生は26期生までで1278名。この全員の顔と名前を私は
覚えています。それぐらい「個」というものに目を向けていると
いうことです。集団指導の塾でありながらも「個」を決して蔑ろ
にしない、この初心を忘れずにこれからも指導してまいります。 
難関大学の入試において要求されるのは高度な思考力と論述力で
す。これは現高２の生徒が受験することになる大学入試システム
においても、なんら変わるものではありません。難関大学の受験
に必要な思考力と論述力を磨くには優秀な講師と出会うことはも
ちろん、講師と生徒との双方向コミュニケーションが可能な環境
が必要です。AIMではトップレベルのプロ講師の講義を、最大30
名の少人数で受講できるという理想的な環境を構築しています。
この環境をぜひ積極的にご活用ください。３学期の案内書です。 

大学受験フォーラム AIM 代表者：谷口裕亮 

◇ ３学期の期間 
1月9日（金）～3月14日（土）が３学期の期間です。この期間
中に、右のどの講座も８回の授業を行ないます。 

◇ 学習面談 
入学後、塾生一人ひとりと３学期の「学習面談」を行ないま
す。各自の志望校、現在の成績などから勘案して、この３学期
に自学でやっておくことを個別に指示していきます。この「学
習面談」は学期ごとに必ず行なっているものです。 

◇ ３学期受講費用（すべて税込み） 
入学金：30,000円 

注：授業料上限＝100,000円 
例えば５講座を受講すると【4,200円×40回＝168,000円】とな
りますが、それを上限額の100,000円で受講していただけます。 

◆ ３学期開講講座 
    選抜講座：進研模試で偏差値70以上の方に受講していただける講座。 
     オープン講座：偏差値に関係なく受講していただくことができます。 

授業回数 １回分 授業料 計算法

全講座8回授業 4,200円 4,200円×授業回数＝３学期授業料

2025 
３学期 
高２案内書 
The third term 

ご存じだと思いますが、あと１年ですよ。

科目 講座名 時間割

英語

高２トップレベル英語 火：18:30～20:00

選抜講座／超難度の英文を素材に、文構造と内容展開を追う。この学
期から京大・阪大レベルの英文に斬り込んでいくことになるので、覚
悟を持って取り組んでもらいたい。英作文指導は添削で。

高２ハイレベル英語 火：20:15～21:45

オープン講座／基本的英文法･構文の知識を前提として、入試レベル
の英文と格闘する。これまでに獲得してきたツールを長文読解に活か
す。この講座での学びと自学とで、英語の成績を上げていきたい。

数学

高２トップレベル理系数学 水：18:30～20:00

選抜講座／理系生のみが必要とする【数学Ⅲ】の分野を、京大・阪大
レベルで高３の夏期講習までで完成させていく。２学期・冬期講習は
数学全分野にわたる総合演習を行なう。

高２ハイレベル理系数学 水：20:15～21:45

オープン講座／理系生のみが必要とする【数学Ⅲ】の分野を、標準的
な国公立大二次レベルで高３の夏期講習までで完成させていく。２学
期・冬期講習は数学全分野にわたる総合演習を行なう。

高２トップレベル文系数学 木：18:30～20:00

選抜講座／文理共通分野についての総合演習を、京大・阪大レベルで
行なっていく講座。理系生で京大・阪大志望の皆さんは、「トップレ
ベル理系数学」との並行受講をお勧めする。

高２ハイレベル文系数学 木：20:15～21:45

オープン講座／文理共通分野についての総合演習を、標準的な国公立
大二次レベルで行なっていく講座。理系生で国公立大志望の皆さん
は、「ハイレベル理系数学」との並行受講をお勧めする。

国語

高２基礎国語講義 土：20:15～21:45

オープン講座／現代文と古文を隔週で扱う。読解力と設問対応力を高
める。共通テストでだけ「国語」が必要な理系生の受講も歓迎。丁寧
な添削も行ない、担当者が学力を緻密に把握する。

理科

高２トップレベル物理 金：18:30～20:00

選抜講座／物理を得意としている方が対象。この学期は「力学」の分
野をつぶしていく。ハイレベルの良問を集めたテキストで演習を、基
本解説後、行なっていく。

高２ハイレベル物理 金：20:15～21:45

オープン講座／物理を苦手としている方、高校進度が遅い方が対象。
この学期は「力学」の分野をつぶしていく。基本解説を丁寧に行な
い、その後、標準的な良問を集めたテキストで演習。


